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一

問
題
設
定

戦
時
期
に
海
外
の
戦
地
に
派
遣
さ
れ
た
徴
用
作
家
の
文
学
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
『
南
方
徴
用
作
家
叢
書
』

や
『
赤
道
報
・
う
な
ば
ら
』

(1)

(2)

『
ジ
ャ
ワ
年
鑑
』

の
よ
う
な
陣
中
新
聞
の
復
刻
版
な
ど
の
関
係
資
料
の

(3)

刊
行
、
ま
た
、
『
南
方
徴
用
作
家
』

や
『
作
家
の
ア
ジ
ア
体
験
』

な
ど

(4)

(5)

の
研
究
が
契
機
と
な
っ
て
研
究
が
進
捗
し
て
い
る
。
個
別
の
作
家
・
作
品

研
究
の
領
域
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
た
と
え
ば
石
川
達
三
、
高
見
順
、

丹
羽
文
雄
、
火
野
葦
平
な
ど
の
戦
争
協
力
の
問
題
が
問
わ
れ
る
か
た
ち
で

徴
用
が
焦
点
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
徴
用
作
家
に
名
を

連
ね
る
尾
崎
士
郎
の
研
究
者
で
あ
る
都
築
久
義
氏
の
「
作
家
の
徴
用
」
(6)

の
よ
う
に
徴
用
の
経
緯
を
描
こ
う
と
し
た
論
考
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
基
本
的
に
徴
用
は
戦
時
下
の
文
学
と
し

て
論
じ
ら
れ
、
戦
時
体
制
に
お
け
る
問
題
と
し
て
対
象
化
さ
れ
て
き
た
。

た
し
か
に
、
徴
用
の
実
施
は
、
国
民
徴
用
令
が
発
令
・
施
行
さ
れ
た
一
九

三
九
年
か
ら
、
日
本
の
敗
戦
に
至
る
一
九
四
五
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
て

い
た
。
作
家
の
徴
用
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
一
九
四
一
年
一
一
月
か
ら
一

徴
用
文
学
に
お
け
る
〈
南
方
〉
表

象
の
変
容

―
北
原
武
夫
の
場
合

―尹

小

娟

I
N

S
h
o
u
-
k
e
n

九
四
四
年
ま
で
の
三
年
間
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

戦
時
下
の
文
学
で
あ
り
、
戦
時
体
制
と
不
可
分
の
文
学
の
問
題
で
あ
る

こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
徴
用
作
家
が
徴
用
の
所

産
と
し
て
紡
ぎ
出
し
た
文
学
（
行
論
の
便
宜
か
ら
徴
用
文
学
と
い
う
略
称
を
与
え

て
お
こ
う
）
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
戦
後
と
い
う
論
点
を
十
分
に
焦
点
化

し
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
徴
用
文
学
の
戦
後
を
閑
却
す
る
姿
勢

に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
徴
用
文
学
の
い
く

つ
か
の
テ
ク
ス
ト
は
、
戦
後
に
お
い
て
改
稿
・
改
作
さ
れ
、
そ
れ
ら
戦
後

の
テ
ク
ス
ト
と
の
偏
差
か
ら
「
戦
時
下
の
徴
用
文
学
」
と
し
て
の
テ
ク
ス

ト
の
襞
が
見
い
だ
さ
れ
る
事
例
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
の
理
由
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
改
作
・
改
稿
を
し
な
い
場
合
で
も
、
ま

さ
に
そ
の
「
し
な
い
」
と
い
う
態
度
、
あ
る
い
は
、
「
戦
時
下
の
徴
用
文

学
」
に
対
す
る
姿
勢
や
発
言
、
さ
ら
に
徴
用
体
験
を
反
映
し
た
戦
後
の
創

作
な
ど
を
通
じ
て
、
当
該
の
作
家
に
お
け
る
「
徴
用
文
学
」
の
位
置
や
意

味
、
ま
た
戦
後
の
創
作
に
お
い
て
「
徴
用
文
学
」
が
果
た
し
た
機
能
な
ど

を
観
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

上
記
の
理
由
か
ら
、
本
論
が
目
指
す
の
は
、
徴
用
文
学
に
お
け
る
戦
後

と
い
う
問
題
の
設
定
で
あ
り
、
そ
れ
を
具
体
的
な
モ
デ
ル
と
と
も
に
提
示

す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
上
記
の
問
題
を
包
括
的
に
検
討
し
た

い
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
小
さ
な
一
歩
と
し
て
、
北
原
武
夫
の
テ

ク
ス
ト
を
俎
上
に
上
げ
た
い
。

二

ジ
ャ
ワ
へ
の
徴
用



中
国
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
状
況
下
で
「
国
家
総
動
員
法
」
に
基

づ
く
「
国
民
徴
用
令
」
に
よ
っ
て
一
九
四
一
年
一
一
月
、
す
な
わ
ち
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
一
ヶ
月
前
、
文
学
者
、
音
楽
家
、

画
家
、
映
画
・
演
劇
人
、
さ
ら
に
新
聞
記
者
な
ど
に
「
徴
用
令
書
」
が
届

け
ら
れ
た
。
兵
役
の
召
集
令
状
で
あ
る
「
赤
紙
」
に
対
し
、
徴
用
令
書
は

白
色
だ
っ
た
た
め
「
白
紙
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
甲
・
乙
・
丙
・

丁
と
い
う
四
組
に
分
け
ら
れ
、
甲
組
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
乙
組
は
ビ
ル
マ
、

丙
組
は
マ
レ
ー
、
丁
組
は
ジ
ャ
ワ
と
い
う
〈
南
方
〉
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
九
四
二
年
一
月
二
日
、
「
徴
用
令
書
」
を
受
け
た
ジ
ャ
ワ

派
遣
組
の
北
原
武
夫
、
阿
部
知
二
、
武
田
麟
太
郎
ら
の
文
化
人
た
ち
は
東

京
の
品
川
駅
か
ら
軍
用
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
台
湾

の
基
隆
、
台
北
を
経
、
三
月
一
日
未
明
ジ
ャ
ワ
島
に
上
陸
し
た
。
当
初
三

ヶ
月
は
要
す
る
と
目
さ
れ
て
い
た
「
ジ
ャ
ワ
攻
略
作
戦
」
は
九
日
間
と
い

う
短
時
間
で
蘭
印
軍
の
無
条
件
降
伏
を
も
っ
て
終
結
し
た
。

宣
伝
班
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
北
原
武
夫
が
派
遣
さ
れ
た
ジ
ャ
ワ

の
場
合
、
宣
伝
班
班
長
で
あ
っ
た
町
田
敬
二
は
、
「
占
領
の
住
民
に
対
す

る
宣
伝
宣
撫
、
対
国
内
報
道
は
と
も
か
く
と
し
て
「
作
戦
軍
将
兵
の
啓
蒙
」

と
い
う
困
難
な
一
項
目
が
伏
在
し
て
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

(7)

総
括
的
に
は
、
（
１
）
対
占
領
地
宣
伝
、
（
２
）
対
敵
宣
伝
、
（
３
）
対

軍
隊
宣
伝
の
三
つ
の
主
任
務
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。よ
り
具
体
的
に
は
、

（
１
）
と
し
て
日
本
語
教
育
の
普
及
、
映
画
の
検
閲
、
演
劇
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
（
２
）
の
主
な
手
段
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

阿
部
知
二
は
対
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
の
英
語
放
送
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
に

携
わ
っ
て
い
た
。
（
３
）
は
新
聞
発
行
が
中
心
と
な
る
。
ジ
ャ
ワ
方
面
の

場
合
、
「
皇
軍
将
兵
の
士
気
鼓
舞
」
の
た
め
、
ま
ず
『
赤
道
報
』
が
一
九

四
二
年
三
月
九
日
に
発
行
さ
れ
た
。
第

号
（
四
月
三
日
）
か
ら
『
う
な
ば

22

ら
』
と
改
題
さ
れ
、
そ
の
年
の
一
二
月
六
日
刊
行
の
第

号
を
も
っ
て
終

230

刊
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
二
九
日
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
新
聞
『
ア
シ
ア
・

ラ
ヤ
』
が
第

号
を
発
行
す
る
。
一
一
月
に
は
朝
日
新
聞
社
が
ジ
ャ
ワ
地

1

域
の
新
聞
発
行
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
一
二
月
八
日
か
ら
『
ジ
ャ
ワ
新

聞
』
の
発
行
を
開
始
す
る
。
翌
年
一
月
一
日
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と

日
本
語
を
併
記
し
た
グ
ラ
ビ
ア
誌
『
ジ
ャ
ワ
・
バ
ル
』（
ジ
ャ
ワ
新
聞
社
）

が
月
二
回
の
刊
行
を
開
始
す
る
。

い
ず
れ
も
ジ
ャ
ワ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
方
面
に
派
遣
さ
れ
た
徴
用
作
家
の

主
要
な
舞
台
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
舞
台
で
活
動
し
た
徴
用
作
家
の
一
人
が
、

北
原
武
夫
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
北
原
武
夫
の
ジ
ャ

ワ
滞
在
は
、
一
九
四
二
年
三
月
一
日
か
ら
一
一
月
中
旬
ま
で
で
あ
り
、
ジ

ャ
ワ
で
の
活
動
は
、
上
記
の
『
う
な
ば
ら
』
や
『
ア
シ
ア
・
ラ
ヤ
』
の
編

集
、
ア
メ
リ
カ
製
映
画
の
検
閲
な
ど
で
あ
っ
た
。

次
に
、
第
一
章
の
「
問
題
設
定
」
に
応
じ
る
前
段
階
と
し
て
、
北
原
武

夫
に
お
け
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
受
容
（
第
三
章
）
を
紹
介
し
た

上
で
、
徴
用
文
学
の
戦
後
に
お
け
る
変
容
（
第
四
章
）
と
い
う
問
題
を
検

討
し
た
い
。

三

北
原
武
夫
に
お
け
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
受
容

北
原
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。



「
大
東
亜
共
栄
圏
」
を
宣
撫
す
る
言
説
に
お
い
て
反
復
さ
れ
る
の
は
「
同

じ
ア
ジ
ア
人
」
や
「
ア
ジ
ア
は
兄
弟
」
な
ど
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
そ
う

し
た
親
密
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
、
徴
用
作
家
の
文
化
工
作
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
北
原
も
、
そ
の
よ
う
な
紋
切
り
型
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。
「
新

生
ジ
ャ
ワ
」（
初
出
「
読
売
報
知
新
聞
」
一
九
四
三
年
八
月
）
で
は
、
「
蘭
印
軍
」

が
「
「
日
本
軍
は
野
獣
だ
、
女
子
供
は
避
難
せ
よ
」
云
々
の
三
箇
條
か
ら

成
る
宣
伝
文
を
盛
ん
に
流
布
さ
せ
て
ゐ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
い
き

な
り
ジ
ャ
ワ
に
敵
前
上
陸
し
た
皇
軍
を
、
原
住
民
が
な
ぜ
そ
ん
な
に
歓
迎

し
た
の
か
」
と
問
い
か
け
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

今
に
な
つ
て
沁
々
と
僕
は
思
ふ
の
だ
が
、
人
間
が
個
人
的
に
深
く
結

び
つ
く
場
合
と
同
様
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
間
に
は
何
か

民
族
的
な
直
覚
力
の
や
う
な
も
の
が
潜
み
、
そ
れ
が
皇
軍
上
陸
と
同

時
に
、
触
発
さ
れ
た
の
に
違
ひ
な
い
と
思
ふ
。

ジ
ャ
ワ
の
原
住
民
は
、
深
く
日
本
人
を
信
じ
て
ゐ
る
。
論
理
的
な
穿

鑿
や
打
算
か
ら
で
は
な
く
、
何
か
も
つ
と
自
然
な
気
持
ち
か
ら
、
日

本
人
を
崇
敬
し
て
ゐ
る
。
(8)

「
個
人
的
に
深
く
結
び
つ
く
場
合
と
同
様
」
の
「
何
か
民
族
的
な
直
覚

力
の
や
う
な
も
の
」
と
い
う
表
現
や
「
自
然
な
気
持
ち
」
と
い
う
「
自
然
」

の
強
調
は
「
同
じ
ア
ジ
ア
人
」
の
変
奏
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
言
説
に
お
け
る
紋
切
り
型
の
採
用
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

で
、
北
原
は
帰
国
後
に
刊
行
し
た
ジ
ャ
ワ
従
軍
記
『
雨
期
来
る
』（
一
九
四

三
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
性
格
」
で
、
彼

等
の
「
素
直
・
素
朴
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
僕
等
日
本
人
を
崇
敬
し
唯
々
諾
々
と
し

て
、
す
べ
て
の
こ
と
に
従
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
彼
等
が
生
来
素
朴

で
素
直
だ
か
ら
だ
と
解
し
た
ら
、速
断
に
失
し
は
し
な
い
か
と
思
ふ
。

い
ろ
い
ろ
の
意
味
で
原
始
的
で
程
度
が
低
い
と
い
ふ
点
で
、
彼
等
が

そ
の
心
情
の
裡
に
ま
だ
十
分
素
朴
で
あ
り
得
る
可
能
性
を
保
持
し
て

ゐ
る
と
は
言
へ
よ
う
。
が
、
し
か
し
、
尠
く
と
も
僕
が
感
じ
得
た
限

り
、
彼
等
は
決
し
て
素
直
だ
と
は
言
へ
ぬ
。
(9)

前
後
の
文
脈
が
異
な
る
と
は
い
え
、
「
新
生
ジ
ャ
ワ
」
で
強
調
さ
れ
た

「
自
然
な
気
持
ち
」
が
、
こ
こ
で
は
「
決
し
て
素
直
だ
と
は
言
へ
ぬ
」
と

い
う
よ
う
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
「
上
陸
」
時
の
印
象
に
つ

い
て
も
「
ジ
ャ
ワ
の
話
」（
初
出
『
新
生
南
方
記
』
一
九
四
四
年
四
月
）
と
い
う

文
章
で
は
、
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
語
り
方
と
な
る
。

い
ざ
敵
前
上
陸
し
て
ジ
ャ
ワ
の
地
を
踏
ん
で
み
て
、僕
ら
は
驚
い
た
。

全
く
、
予
想
を
裏
切
ら
れ
た
。
彼
等
が
、
僕
等
を
嫌
つ
て
ゐ
た
か
ら

か
、
案
に
相
異
し
て
憎
ん
で
ゐ
た
か
ら
か
。
い
や
、
さ
う
で
は
な
い
。

彼
等
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
、
僕
等
を
好
い
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
よ
か

っ
た
。
が
、
彼
等
は
あ
ま
り
に
僕
等
日
本
人
を
好
き
す
ぎ
、
中
に
は
、

単
に
人
間
で
あ
る
僕
等
を
神
や
仏
の
や
う
に
思
ひ
、
実
際
に
も
そ
の

や
う
な
形
式
を
以
っ
て
僕
等
を
遇
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
僕
等
を
面

喰
ら
は
せ
困
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
(10)



こ
こ
で
は
「
面
喰
ら
は
せ
困
ら
せ
た
」
と
い
う
表
現
だ
が
、
そ
れ
か
ら

一
週
間
後
を
描
い
た
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
入
城
日
誌
」（
初
出
『
文
学
界
』
一
九
四

三
年
二
月
）
に
な
る
と
、
沿
道
で
日
章
旗
を
ふ
っ
て
歓
迎
す
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
う
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
供
や
、
そ
れ
か
ら
先
刻
の
農
夫
な
ど

が
僕
ら
に
向
か
つ
て
す
る
お
辞
儀
や
敬
意
の
表
し
方
は
、
セ
ラ
ン
の

町
で
も
実
に
し
ば
し
ば
出
会
つ
た
が
、
僕
は
そ
の
度
に
、
ど
う
い
う

わ
け
か
厭
な
不
愉
快
な
気
が
し
て
い
け
な
い
。
何
か
そ
ん
な
風
な
気

が
し
て
有
り
難
迷
惑
と
い
う
よ
り
は
も
う
少
し
不
快
に
近
い
気
持
ち

な
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
風
な
お
辞
儀
に
出
会
う
た
ん
び
に
、

特
に
子
供
に
対
し
て
は
、
挙
手
の
礼
を
し
た
り
手
を
振
つ
た
り
し
て

車
の
中
か
ら
答
え
る
。
(11)

こ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の
歓
待
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
と

「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
や
「
不
快
に
近
い
気
持
ち
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
新
生
ジ
ャ
ワ
」
で
強
調
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
日
本
人
の
親
密
性

か
ら
距
離
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
見
す
れ
ば
矛
盾
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
距
離
や
矛
盾
は
、
何
を
示
唆
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

北
原
に
「
自
然
な
気
持
ち
」
の
交
流
へ
の
全
面
的
な
信
頼
が
あ
れ
ば
、

「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
や
「
不
快
に
近
い
気
持
ち
」
が
派
生
す
る
余
地
は

あ
る
ま
い
。
「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
や
「
不
快
に
近
い
気
持
ち
」
の
表
現

は
、
「
自
然
な
気
持
ち
」
の
交
流
と
い
っ
た
記
述
が
、
北
原
に
よ
る
紋
切

り
型
の
使
用
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
紋
切
り
型
の

言
説
は
、
そ
れ
を
支
え
る
戦
時
下
の
状
況
下
で
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構

想
を
支
え
る
言
説
と
し
て
強
力
に
機
能
す
る
。
し
た
が
っ
て
種
々
の
テ
ク

ス
ト
に
お
い
て
も
反
復
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
状
況
と
結
び
つ
い
た
言

説
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
状
況
を
失
っ
た
と
き
、
急
速
に
退
色
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
北
原
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
「
自
然
な
気
持
ち
」
を
扱
う

言
説
と
「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
を
扱
う
言
説
の
行
方
を
問
う
こ
と
は
、
北

原
に
お
け
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
構
想
の
受
容
の
内
実
を
問
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

「
自
然
な
気
持
ち
」
と
「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
と
の
間
に
あ
る
距
離
や

矛
盾
を
考
え
る
上
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。

す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
「
新
生
ジ
ャ
ワ
」
は
一
九
四
三
年
八
月
四
日

の
『
読
売
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
『
読
売
報
知
新
聞
』
と
は
、
新

聞
統
制
で
報
知
新
聞
社
を
吸
収
合
併
し
た
読
売
新
聞
社
発
行
の
新
聞
で
あ

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
戦
時
下
の
新
聞
統
制
は
言
論
統
制
の
一
つ
の
表
れ

で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
同
調
さ
せ
て
総
力
戦
に
組
み
込
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
。
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
親
密
性
を
焦
点
化
す
る
「
新
生

ジ
ャ
ワ
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
新
聞
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
ジ

ャ
カ
ル
タ
入
城
日
誌
」
の
初
出
誌
は
同
年
の
『
文
学
界
』（
一
九
四
三
年
二

月
）
で
あ
る
。
と
も
に
戦
時
下
の
検
閲
下
に
あ
る
が
、
一
般
の
出
版
物
と

新
聞
で
は
検
閲
に
差
異
が
あ
る
。
前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』
は
、

太
平
洋
戦
争
下
の
言
論
統
制
は
「
そ
れ
以
前
の
日
中
戦
争
下
と
は
比
較
に



な
ら
な
い
厳
重
な
言
論
統
制
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、「
治
安
・
警
察
関
係
」
、

「
軍
事
、
国
防
関
係
」
、
「
新
聞
、
出
版
関
係
」
、「
郵
便
、
放
送
、
映
画
、

広
告
関
係
」
に
関
す
る
多
く
の
法
令
や
規
則
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

以
上
、
二
六
も
の
言
論
統
制
の
法
令
が
あ
っ
た
が
、
新
聞
に
限
る
と

さ
ら
に
、
内
務
省
差
止
事
項
、
陸
海
軍
・
外
務
省
に
よ
る
禁
止
事
項
、

宮
内
省
の
申
し
入
れ
、
情
報
局
懇
談
事
項
、
大
本
営
発
表
、
指
導
原

稿
で
し
ば
ら
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
検
閲
も
二
重
三
重
に
行
わ
れ
、
情

報
局
、
内
務
省
、
陸
海
軍
報
道
部
、
航
空
本
部
、
警
察
庁
検
閲
課
で

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。
(12)

読
者
の
多
い
新
聞
は
、
一
般
出
版
物
よ
り
検
閲
が
厳
し
い
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
、
『
文
学
界
』
の
よ
う
な
一
般
出
版
物
の
読
者
は
限
ら
れ
る
。
そ

う
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
差
異
も
、
発
言
を
左
右
す
る
一
因
に
な
り
得
よ
う
。

同
じ
一
つ
の
場
面
を
描
く
場
合
、
検
閲
の
厳
し
い
新
聞
よ
り
、
一
般
出
版

物
の
方
が
、
本
音
を
忍
び
込
ま
せ
や
す
い
と
も
言
え
よ
う
。
メ
デ
ィ
ア
の

差
異
も
、
「
自
然
な
気
持
ち
」
と
「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
と
の
距
離
や
矛

盾
を
派
生
さ
せ
る
一
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
言
説
に
対
す
る
北
原
の
態
度
を
考
え
る
上
で
は
、

評
論
「
戦
い
の
厳
粛
さ
に
つ
い
て
」（
初
出
『
三
田
文
学
』
一
九
四
四
年
四
月
）

の
次
の
一
文
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。

八
紘
為
宇
と
い
う
大
精
神
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
つ
の
思
想
で
あ

る
。（
中
略
）
多
く
の
学
者
は
そ
う
解
釈
し
、
努
め
て
表
現
を
練
り
、

論
理
を
構
築
し
、
専
ら
思
想
と
し
て
の
態
を
整
え
よ
う
と
し
た
。
が
、

何
が
出
来
上
が
つ
た
か
。
押
し
付
け
が
ま
し
く
記
紀
の
文
句
を
援
用

し
た
見
か
け
だ
け
は
立
派
だ
が
、
説
得
力
も
迫
真
力
も
な
く
、
況
し

て
戦
闘
力
な
ど
は
微
塵
も
な
い
空
中
楼
閣
が
出
来
上
つ
た
。
(13)

北
原
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
目
的
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
「
思
想
戦
」
と
い
う
方
法
の
説
得
力
で
あ
る
。「
思

想
」
よ
り
「
実
践
」
を
重
ん
じ
る
北
原
は
、
一
人
で
も
多
く
の
敵
を
殺
し
、

一
機
で
も
多
く
の
敵
機
を
撃
墜
す
る
具
体
的
行
動
が
重
要
と
述
べ
る
。
そ

の
北
原
は
「
大
東
亜
共
同
宣
言
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

大
東
亜
の
共
同
宣
言
と
は
、
言
う
と
も
愚
な
こ
と
だ
が
、
そ
の
意
味

を
宣
伝
し
、
世
に
広
く
知
ら
し
め
れ
ば
知
ら
し
め
る
ほ
ど
意
義
が
深

ま
り
効
果
が
挙
が
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。（
中
略
）

人
類
平
等
の
平
和
と
か
幸
福
と
か
と
い
う
言
葉
は
、
人
間
刻
苦
の
厳

し
い
事
実
か
ら
観
念
を
抽
象
し
、
論
理
で
捏
ね
上
げ
て
作
り
上
げ
た

砂
上
の
楼
閣
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
人
は
日
本
人
の
や
り
方
で
し
か
幸

福
に
は
な
れ
な
い
し
、
マ
ラ
イ
人
は
マ
ラ
イ
人
の
や
り
方
で
し
か
幸

福
に
は
な
れ
ま
い
。
(14)

「
砂
上
の
楼
閣
」
と
い
う
表
現
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
理
想
に
対
す

る
痛
烈
な
批
判
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
原
が
「
亜
細
亜
は
一
つ
」

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
っ
た
掛
け
声
を
一
種
の
建
前
と
し
て
捉
え
て
い



た
一
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
建
前
と
し
て
の
掛
け
声
は
、
ま

さ
に
掛
け
声
と
し
て
、
一
種
の
建
前
と
し
て
受
容
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
う

し
た
受
容
の
一
端
は
、
北
原
が
ジ
ャ
ワ
で
の
見
聞
を
記
し
た
『
雨
期
来
る
』

に
も
表
れ
て
い
る
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
関
係
が
話
題
に
な
っ
た
と

き
、
「
一
人
の
画
家
」
が
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
内
地
々
々
と
よ
く
皆
は
言
ふ
ん
だ
け
れ
ど
、
僕
は
あ
れ
ァ
可
笑
し

い
と
思
ふ
ね
。
ジ
ャ
ワ
だ
つ
て
君
、
今
は
立
派
な
内
地
だ
ぜ
。
新
聞

だ
つ
て
出
て
ゐ
る
し
、
地
域
的
に
は
外
地
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
化

的
に
は
君
、
立
派
な
内
地
だ
よ
。
第
一
も
う
大
東
亜
共
栄
圏
と
い
ふ

か
う
い
ふ
時
代
に
な
つ
て
だ
ね
。
今
更
内
地
と
か
外
地
と
か
さ
う
い

ふ
区
別
を
つ
け
る
と
い
ふ
そ
の
事
自
体
が
可
笑
し
い
ぢ
ゃ
あ
な
い

か
。
僕
は
さ
ふ
思
ふ
ん
だ
。
ね
え
、
さ
う
だ
ら
う
？
」
(15)

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
「
時
代
に
な
つ
」
た
か
ら
「
内
地
と
か
外
地
と

か
」
の
「
区
別
を
つ
け
る
」
の
は
お
か
し
い
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
正

論
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
正
論
は
、
あ
く
ま
で
建
前
に
過
ぎ
な
い
。
そ

れ
は
、
「
区
別
」
が
議
論
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の

こ
と
自
体
が
示
し
て
い
る
。「
も
う
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
「
時
代
」
で
「
亜

細
亜
は
一
つ
」
と
い
う
の
も
建
前
な
ら
、「
内
地
と
か
外
地
と
か
」
の
「
区

別
」
も
な
い
と
い
う
の
も
建
前
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
「
僕
」

（
北
原
）
は
、
「
い
か
に
も
こ
の
人
ら
し
い
意
見
」
と
感
じ
る
。
そ
れ
は
画

家
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
信
奉
者
ら
し
い
と
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
。

む
し
ろ
、
「
可
笑
し
い
ぢ
ゃ
な
い
か
」「
ね
え
、
さ
う
だ
ら
う
？
」
と
い
う

画
家
の
発
言
に
、
建
前
を
建
前
で
切
り
返
す
こ
と
で
生
じ
る
皮
肉
に
リ
ベ

ラ
ル
な
響
き
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
雨
期
来
る
」
に
よ
る
と
、

徴
用
期
間
で
北
原
と
付
き
合
い
の
あ
る
ジ
ャ
ワ
派
遣
宣
伝
班
の
「
画
家
」

は
少
な
く
と
も
、
洋
画
家
の
南
政
善
と
漫
画
家
の
小
野
佐
世
男
が
い
る
。

「
一
人
の
画
家
」
は
誰
を
指
し
て
い
る
の
か
は
こ
こ
で
特
定
で
き
な
い
が
、

木
村
一
信
氏
は
「
漫
画
家
の
〈
ジ
ャ
ワ
〉

―
小
野
佐
世
男
を
め
ぐ
っ
て
」

の
中
で
、
小
野
の
画
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

総
体
と
し
て
、
小
野
の
描
き
出
し
た
ジ
ャ
ワ
の
人
々
の
暮
ら
し
ふ
り
、

風
俗
、
自
然
な
ど
は
、
歴
史
の
貴
重
な
一
コ
マ
を
写
し
出
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
し
、
異
文
化
を
生
生
と
捉
え
た
芸
術
的
資
料
と
も
言

え
よ
う
。
庶
民
的
正
義
感
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
支
配
・

非
支
配
に
よ
っ
て
人
間
を
わ
け
へ
だ
て
し
な
い
リ
ベ
ラ
ル
さ
、
自
由

さ
が
、
小
野
の
そ
れ
ら
の
絵
の
中
か
ら
は
感
じ
と
れ
る
の
で
あ
る
。
(16)

こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
「
支
配
・
非
支
配
に
よ
っ

て
人
間
を
わ
け
へ
だ
て
し
な
い
」
か
ら
、
「
一
人
の
画
家
」
は
小
野
佐
世

男
を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
北

原
も
、
そ
う
し
た
建
前
の
一
面
は
熟
知
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
さ
う

だ
ね
」
と
応
じ
て
も
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、
直
後
に
北
原
を
襲
う
の
は
次

の
よ
う
な
反
応
で
あ
っ
た
。

不
意
に
あ
る
想
念
が
僕
の
中
に
沸
き
上
が
つ
て
来
た
。
そ
れ
は
、
単

に
僕
に
と
つ
て
も
思
ひ
が
け
な
か
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
当
の



僕
自
身
の
虚
を
衝
く
や
う
な
力
を
持
っ
て
ゐ
た
。
僕
は
そ
れ
で
、
自

分
に
も
ま
だ
は
つ
き
り
と
形
の
掴
め
ぬ
そ
の
想
念
を
、
一
つ
一
つ
の

言
葉
ご
と
に
自
分
自
身
で
手
繰
っ
て
ゆ
く
や
う
に
し
な
が
ら
、
殆
ど

無
我
夢
中
の
勢
で
言
つ
た
。
「
さ
う
ぢ
ゃ
あ
な
い
ね
。
僕
は
さ
う
思

は
な
い
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
内
地
は
や
つ
ぱ
り
内
地
だ
。

単
に
地
域
的
な
意
味
の
内
地
ぢ
ゃ
ァ
な
く
て
、
外
地
に
対
立
す
る
も

の
と
し
て
の
内
地
だ
。
そ
れ
ァ
東
亜
共
栄
圏
と
言
ふ
意
味
で
は
東
京

も
ジ
ャ
ワ
も
同
じ
一
つ
の
環
と
し
て
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
が
、
東
京
も

ジ
ャ
ワ
も
単
に
同
じ
一
つ
の
環
だ
と
い
ふ
ん
ぢ
ゃ
意
味
は
な
い
。
東

京
は
東
京
と
し
て
、
つ
ま
り
外
地
に
対
す
る
内
地
と
し
て
、
さ
う
い

う
意
味
で
つ
な
が
っ
て
ゐ
る
も
の
だ
し
、
ま
た
さ
う
い
ふ
意
味
で
僕

等
も
つ
な
が
な
け
れ
ァ
な
ら
な
い
。
僕
は
さ
う
思
ふ
ね
。
(17)

上
の
引
用
文
に
つ
い
て
、
河
西
晃
祐
氏
は
「
北
原
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

構
想
か
ら
も
距
離
を
保
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日

本
の
位
置
付
け
に
関
し
て
は
、
植
民
地

―
宗
主
国
に
類
す
る
形
態
と
と

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

(18)

実
際
、
「
東
亜
共
栄
圏
と
言
ふ
意
味
で
は
東
京
も
ジ
ャ
ワ
も
同
じ
一
つ
の

環
」
と
い
う
表
現
は
、
画
家
の
発
言
と
同
じ
一
種
の
建
前
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
建
前
の
背
後
に
は
、
「
同
じ
一
つ
の
環
だ
と
い
ふ
ん
ぢ
ゃ
意
味

は
な
い
」
と
い
う
本
音
が
あ
り
、
「
東
京
は
東
京
と
し
て
、
つ
ま
り
外
地

に
対
す
る
内
地
と
し
て
」
控
え
る
と
い
う
構
造
が
あ
る
。
こ
の
発
言
は
、

建
前
と
し
て
の
「
東
亜
共
栄
圏
」
と
そ
の
背
後
に
本
音
と
し
て
の
「
本
国

と
植
民
地
」
が
控
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
本
国
と
植
民
地
」
関
係

を
潜
ま
せ
た
「
亜
細
亜
は
一
つ
」
と
い
う
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
言
説
の
二

重
構
造
は
、
「
僕
」
の
そ
の
後
に
続
く
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
ジ
ャ
ワ
を
見
て
み
給
へ
、
和
蘭
が
こ
の
ジ
ャ
ワ
と
い
ふ
土
地
を

ど
ん
な
風
な
具
合
に
作
り
上
げ
た
か
を
見
て
み
給
へ
…
…
（
中
略
）

ど
ん
な
山
ン
中
に
行
つ
た
つ
て
自
動
車
道
路
は
開
け
て
ゐ
る
し
、
住

み
心
地
の
い
い
住
宅
や
ホ
テ
ル
は
建
つ
て
ゐ
る
し
、
娯
楽
施
設
は
完

備
し
て
ゐ
る
し
、
そ
れ
に
役
人
や
学
者
は
本
国
よ
り
一
流
の
人
間
が

此
方
に
来
て
ゐ
る
し
、
ま
る
で
君
、
こ
こ
は
植
民
地
ど
こ
ろ
か
往
生

楽
土
だ
よ
、
も
と
の
和
蘭
に
と
つ
て
は
。
そ
れ
こ
そ
内
地
も
外
地
も

あ
れ
ァ
し
な
い
、
寧
ろ
此
方
の
方
が
ず
つ
と
内
地
だ
。
そ
ん
な
国
は

君
、
国
家
と
し
て
決
し
て
一
流
ぢ
ゃ
あ
な
い
よ
。
だ
か
ら
和
蘭
と
い

ふ
国
は
、
こ
ん
な
に
あ
つ
け
な
く
が
ら
が
ら
つ
と
滅
び
ち
ゃ
つ
た
ん

だ
と
僕
は
思
ふ
ん
だ
。
本
国
と
植
民
地
、
と
い
ふ
言
葉
が
不
穏
当
だ

と
し
た
ら
、
内
地
と
外
地
と
い
ふ
も
の
は
、
や
つ
ぱ
り
何
処
ま
で
も

さ
う
い
ふ
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
な
き
ゃ
ァ
駄
目
だ
。
(19)

「
本
国
と
植
民
地
、
と
い
ふ
言
葉
が
不
穏
当
だ
と
し
た
ら
」
と
あ
る
が
、

「
不
穏
当
」
な
の
は
「
亜
細
亜
は
一
つ
」
と
い
う
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の

建
前
に
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
不
穏
当
」
で
あ
る
だ
け
に
、

隠
さ
れ
た
本
音
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

言
説
の
二
重
構
造
は
、
「
亜
細
亜
は
一
つ
」
と
唱
え
る
人
々
に
多
か
れ
少

な
か
れ
共
有
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々

の
歓
待
に
対
し
、
北
原
が
「
厭
な
不
愉
快
な
気
」
や
「
不
快
に
近
い
気
持



ち
」
を
覚
え
る
の
も
、
こ
の
二
重
構
造
の
自
覚
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
二
重
構
造
に
つ
い
て
は
、
「
本
国
」
の
側
だ
け
で
な
く
、「
植
民
地
」

の
側
で
も
、
い
っ
そ
う
鋭
く
察
知
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
「
外
地
」
＝
「
植

民
地
」
で
あ
っ
た
国
々
で
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
現
実
が
歴
史
と
時

間
の
篩
に
か
け
ら
れ
る
と
き
、
そ
う
し
た
二
重
構
造
性
そ
の
も
の
が
追
及

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
画
家
と
の
談
論
で
特
異
な
の
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

言
説
の
二
重
構
造
性
と
本
音
を
示
し
て
い
る
点
で
は
な
い
。
戦
時
下
に
お

い
て
、
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
に
は
多
少
な
り
と
も
勇
気
は
い
っ
た
に
せ

よ
、
少
な
く
と
も
言
論
人
に
と
っ
て
は
暗
黙
の
共
有
事
項
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
画
家
と
の
談
論
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
そ
う
し
た
暗
黙
の
共
有

事
項
で
あ
る
本
音
が
、
自
分
の
内
側
に
、
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に

「
想
念
」
と
し
て
棲
み
つ
い
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
画
家
と
の

談
論
の
場
面
で
、
作
者
自
身
に
発
見
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
点
を
お

い
て
外
に
な
い
。「
僕
に
と
っ
て
も
思
ひ
が
け
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
当
の
僕
自
身
の
虚
を
衝
く
や
う
な
力
を
持
っ
て
ゐ
た
」
と
語
ら
れ
、

「
自
分
に
も
ま
だ
は
っ
き
り
と
形
の
掴
め
ぬ
そ
の
想
念
」
と
表
現
さ
れ
る

の
を
見
れ
ば
、
こ
の
「
想
念
」
は
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
言
説
の
二
重
構

造
と
い
う
暗
黙
の
常
識
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
暗
黙
の
常
識
と
し
て
対
象

化
し
て
い
た
言
説
が
、
「
自
身
の
虚
を
衝
く
や
う
な
力
を
持
っ
て
」
内
面

化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
態
の
中
で
、
そ
の
内
面
化
の
経
緯
や

あ
り
よ
う
の
不
透
明
さ
が
「
想
念
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
端
的
に

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
内
面
化
さ
れ
て
い
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
心
性
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
言
説
を
対
象
化

し
て
い
る
は
ず
の
認
識
の
背
後
に
も
潜
在
し
、
情
報
知
の
よ
う
な
認
識
だ

け
で
は
、
そ
の
奥
行
き
を
見
極
め
る
こ
と
が
難
し
い
心
性
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
「
想
念
」
は
、
「
一
つ
一
つ
の
言
葉
ご
と
に
自
分
自
身
で

手
繰
っ
て
ゆ
く
や
う
に
し
な
が
ら
、
殆
ど
無
我
夢
中
の
勢
で
」
語
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

北
原
に
限
ら
ず
、
徴
用
作
家
と
い
う
体
験
を
通
じ
て
、
そ
の
後
の
創
作

活
動
に
繋
が
る
発
見
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
自
分
の
う
ち
に
ま
ぎ
れ
も
な

く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
心
性
に
通
じ
る
「
想
念
」
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
の
発
見
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
想
念
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
な
ら
、
北
原
は
、

徴
用
体
験
を
通
じ
て
発
見
し
た
、
も
う
一
つ
の
「
想
念
」
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
場
合
も
、
あ
る
些
細
な
こ
と
を
契
機
に
、
あ
る
「
想
念
」
が
突
然
に

彼
を
襲
う
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
以
下
に
、
も
う
一
つ
の
「
想
念
」

を
確
認
す
る
ま
で
の
経
緯
を
含
め
て
略
述
す
る
。

徴
用
作
家
た
ち
の
宣
伝
班
の
仕
事
は
、
日
本
語
教
育
の
普
及
、
映
画
の

検
閲
、
演
劇
な
ど
で
あ
る
。
作
家
が
、
こ
う
し
た
文
化
工
作
に
対
し
て
ど

う
評
価
し
て
い
た
の
か
は
、
彼
の
南
方
体
験
を
考
察
す
る
と
き
見
逃
す
べ

き
で
は
な
い
一
側
面
で
あ
る
。
北
原
武
夫
の
文
章
に
よ
る
と
、
彼
が
ジ
ャ

ワ
で
携
わ
っ
て
い
た
仕
事
は
、
映
画
検
閲
、
新
聞
の
編
集
、
従
軍
記
の
執

筆
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
宣
伝
班
の
文
化
工
作
に
対
し
て
北
原
は
批

判
的
で
あ
っ
た
。「
ジ
ャ
ワ
の
文
化
工
作
」（
初
出
『
新
潮
』
一
九
四
三
年
三
月
）

で
北
原
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

文
化
工
作
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
種
類
の
一
つ
の
専
門
の
仕
事



で
あ
つ
て
、
作
家
と
か
画
家
と
か
新
聞
記
者
と
か
と
い
う
種
類
の
人

間
（
つ
ま
り
今
度
徴
用
さ
れ
て
宣
伝
班
と
い
う
も
の
を
構
成
し
た
と

こ
ろ
の
僕
等
の
よ
う
な
人
間
）
が
や
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
や
つ

た
と
こ
ろ
で
大
し
た
効
果
は
上
が
り
は
し
な
い
。
僕
は
自
分
で
や
つ

て
み
て
、
実
に
そ
の
こ
と
を
痛
感
し
た
。
(20)

ま
た
、「
現
代
精
神
の
行
方
」（
初
出
『
文
学
会
』
一
九
四
三
年
五
月
）
で
も
、

自
分
た
ち
の
文
化
工
作
の
効
果
に
つ
い
て
の
疑
い
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
描

か
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ
戡
定
の
直
後
、
華
僑
と
原
住
民
と
が
仲
良
く
手
を

握
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
ら
せ
た
が
、
絵
が
抽
象
的
す
ぎ
る
、
あ
る
い

は
具
体
的
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
、
不
許
可
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
北
原
は

文
化
工
作
が
「
極
め
て
至
難
な
政
治
家
の
仕
事
」
で
あ
り
、
画
家
や
小
説

家
に
は
で
き
な
い
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
北
原
は
、
帰
還
後
の
日

本
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

と
こ
ろ
が
、
内
地
に
帰
つ
て
き
て
見
て
、
身
辺
を
見
回
し
て
み
る
と
、

僕
等
が
現
地
で
や
り
か
け
て
止
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
ポ
ス
タ
ー
書

き
の
仕
事
が
、
純
然
た
る
文
学
者
の
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）

本
来
は
政
治
家
の
仕
事
で
あ
り
、
且
つ
巧
く
い
つ
た
と
こ
ろ
で
せ
い

ぜ
い
そ
の
成
果
の
尻
尾
に
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
し
か
出
来
ぬ
や
う
な
仕

事
に
、
文
学
者
が
躍
起
と
な
つ
て
ゐ
る
。
或
る
は
ま
た
、
か
か
る
危

急
な
国
歩
艱
難
の
秋
に
当
た
つ
て
、
凡
そ
日
本
の
国
民
で
あ
る
以
上

国
民
と
し
て
当
然
覚
悟
し
挺
身
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
の
極
く
当
た

り
前
の
覚
悟
が
、
今
更
ら
し
く
文
学
者
の
覚
悟
だ
な
ぞ
と
言
は
れ
て

ゐ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
(21)

北
原
が
「
ポ
ス
タ
ー
書
き
の
仕
事
」
の
よ
う
な
文
学
者
の
戦
争
協
力
に

疑
問
を
抱
く
の
は
、
文
学
者
の
使
命
は
文
学
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
主
張
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
右
に
見
た
二
つ
の
引
用
文
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
書
か
れ
た
評
論
「
薔
薇
に
つ
い
て
」(

初
出
『
文
芸
』
一
九
四
三
年
五
月
）

は
、
ジ
ャ
ワ
で
見
た
薔
薇
の
花
の
記
述
に
始
ま
り
、
そ
の
花
に
託
し
な
が

ら
、
自
ら
の
文
学
観
を
記
し
て
い
る
。
土
屋
忍
氏
は
「
薔
薇
に
つ
い
て
」

に
お
け
る
「
薔
薇
」
の
意
味
に
つ
い
て
「
現
実
の
世
界
に
お
い
て
何
の
効

力
も
発
揮
し
な
い
「
美
」
の
象
徴
と
し
て
の
薔
薇
は
、
や
が
て
来
る
死
を

待
つ
儚
い
「
生
」
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
宿
舎
の

(22)

卓
上
に
生
け
た
薔
薇
の
花
を
か
な
り
長
い
間
眺
め
て
い
る
「
僕
」
の
中
に
、

「
あ
る
強
い
激
し
い
想
念
」
が
ふ
と
湧
い
て
く
る
。

僕
は
思
は
ず
そ
れ
を
自
分
の
口
に
出
し
て
、
一
人
で
つ
ぶ
や
い
た
も

の
だ
。
僕
は
、
言
ひ
難
い
確
信
で
、
身
体
が
疼
く
や
う
な
気
が
し
た
。

―
全
く
だ
、
冗
談
ぢ
ゃ
な
い
。
一
輪
の
薔
薇
の
美
し
さ
を
描
く
こ

と
は
男
子
一
生
の
仕
事
に
足
る
の
だ
、
と
。（
中
略
）
薔
薇
の
美
し
さ

な
ど
と
い
ふ
と
、
寔
に
空
虚
に
聞
こ
え
る
。
殊
に
薔
薇
の
美
し
さ
を

描
く
こ
と
が
生
命
を
賭
す
る
に
足
る
こ
と
だ
な
ど
と
い
ふ
と
、
今
日

の
や
う
な
激
し
い
実
行
の
時
代
に
は
一
層
空
虚
に
聞
こ
え
る
。
作
品

の
美
的
価
値
だ
け
に
専
念
す
る
時
で
は
な
い
、
実
行
の
世
界
で
も
芸

術
家
た
る
働
き
を
示
す
こ
と
が
今
日
の
文
学
者
の
務
め
だ
、
な
ど
と

い
ふ
言
葉
が
白
昼
通
用
し
て
ゐ
る
所
以
だ
が
、
実
行
の
世
界
で
芸
術



家
た
る
働
き
を
示
す
と
は
一
体
ど
う
い
ふ
こ
と
か
。
(23)

「
言
ひ
難
い
確
信
」
は
、
先
の
引
用
に
あ
っ
た
「
不
穏
当
な
」
と
い
う

言
葉
に
通
じ
、
「
言
い
難
い
確
信
」
と
い
う
か
た
ち
で
本
音
が
表
現
さ
れ

て
い
る
。
「
身
体
が
疼
く
や
う
な
気
」
が
す
る
の
は
、
「
一
輪
の
薔
薇
の
美

し
さ
を
描
く
こ
と
」
が
「
今
日
の
文
学
者
の
務
め
だ
」
と
語
る
こ
と
が
、

「
今
日
の
や
う
な
激
し
い
実
行
の
時
代
に
は
一
層
空
虚
」
だ
か
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
北
原
は
、
作
家
の
生
き
て
い
る
べ
き
世
界
は
、
言
葉

で
築
き
上
げ
た
架
空
の
表
現
世
界
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
「
文
化
工
作
」

の
よ
う
な
実
行
の
世
界
に
お
け
る
作
家
の
働
き
に
対
し
、
そ
れ
は
政
治
家

の
仕
事
で
あ
る
と
疑
念
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
戦
後
に
お
い
て
政
治
と
文
学
論
争
と
し
て
顕
在
化
す
る
問
題

が
、
戦
時
下
的
な
様
態
と
し
て
先
取
り
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
視
点
か
ら

は
「
空
虚
」
と
批
判
さ
れ
か
ね
な
い
局
面
に
お
い
て
、
北
原
は
「
生
命
を

賭
す
る
に
足
る
こ
と
」
と
し
て
の
文
学
を
「
想
念
」
と
し
て
見
い
出
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て
は
「
一
輪
の
薔
薇
の
美
し
さ
を
描

く
こ
と
」
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
「
実
行
の
時
代
に
は
一
層
空
虚
に
聞

こ
え
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
文
学
の
言
葉
は
「
一
つ
一
つ
の
言
葉

ご
と
に
自
分
自
身
で
手
繰
つ
て
ゆ
く
や
う
に
し
な
が
ら
、
殆
ど
無
我
夢
中

の
勢
で
」
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

徴
用
体
験
が
作
家
に
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
は
、
多
く
の
も
の
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
北
原
の
場
合
、
自
ら
の
内
に
潜
む
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
心
性
と
文
学
の
本
質
と
い
う
二
つ
の
「
想
念
」
は
、
そ
の

発
見
な
い
し
確
認
と
い
う
事
実
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
「
身
体
が
疼
く
や

う
な
」
問
い
と
し
て
迫
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
「
想
念
」
も
、
徴
用

と
い
う
現
実
や
「
実
行
の
時
代
」
と
い
う
状
況
か
ら
浮
上
し
て
き
た
一
面

は
あ
る
に
せ
よ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
作
家
と
そ
の
創
作
の
本

質
を
問
う
問
題
で
あ
る
。
徴
用
体
験
の
核
心
が
、
そ
の
よ
う
な
「
想
念
」

の
発
見
や
確
認
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
行
方
を
問
う
こ
と
は
、
徴
用

文
学
研
究
の
大
き
な
課
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
く
に
戦
時
下
か
ら
戦

後
へ
の
変
化
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
心
性
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
政
治

と
文
学
と
の
関
係
か
ら
問
わ
れ
る
文
学
の
本
質
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
問

う
地
平
が
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
く
だ
ん
の
「
想
念
」
は
、

ど
う
語
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
が
、
最
初
の
章
に
一
般
的
な
か
た
ち
で
掲
げ
て
お
い
た
徴
用
文
学

の
戦
後
と
い
う
問
題
を
問
う
理
由
で
あ
り
、
北
原
武
夫
と
い
う
作
家
に
即

し
て
試
み
た
具
体
的
な
理
由
の
説
明
で
あ
る
。

四

「
想
念
」
の
行
方

―
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
に
即
し
て

北
原
武
夫
の
徴
用
体
験
と
直
接
的
に
関
わ
る
小
説
と
し
て
、
一
九
四
二

年
九
月
二
〇
日
に
陣
中
新
聞
『
う
な
ば
ら
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
カ
リ
オ
ラ

ン
の
薔
薇
」
と
敗
戦
か
ら
間
も
な
い
一
九
四
六
年
一
月
の
『
新
生
』
に
発

表
さ
れ
た
「
嘔
気
」
が
あ
る
。
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
は
、
初
出
に
若

干
の
字
句
の
修
正
が
施
さ
れ
、
ジ
ャ
ワ
従
軍
記
『
雨
期
来
る
』（
一
九
四
三

年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
後
に
な
っ
て
加
筆
と
改
稿
さ
れ
、

『
群
像
』（
一
九
五
一
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ワ
を
舞
台
に
し
た
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
は
、
「
私
」
が
「
カ



リ
オ
ラ
ン
高
原
の
ホ
テ
ル
」
に
泊
ま
っ
て
い
た
二
日
間
の
話
で
あ
る
。
ジ

ャ
ワ
の
案
内
記
を
書
く
た
め
に
来
た
「
私
」
は
、
メ
ラ
ピ
の
火
山
に
憧
れ
、

旅
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
て
火
山
の
中
腹
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
に
泊
ま

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
は
古
く
て
景
色
も
あ
ま
り
良

く
な
い
。
何
よ
り
も
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
メ
ラ
ピ
の
火
山
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
が
っ
か
り
す
る
。
ホ
テ
ル
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
「
あ
ま
り
綺
麗
と
は
言
へ
な
い
若
い
」
混
血
人
の
姉
妹
と
出
会
う
。

あ
る
日
、
妹
の
配
慮
で
、
ホ
テ
ル
の
ジ
ョ
ン
ゴ
ス
が
「
サ
ル
タ
ン
王
宮
」

で
の
踊
り
に
招
か
れ
て
い
た
「
私
」
に
、
「
真
紅
の
、
大
輪
の
薔
薇
」
を

持
っ
て
く
る
。
彼
女
の
「
折
角
の
餞
け
」
で
あ
る
薔
薇
だ
っ
た
が
、「
私
」

は
「
気
兼
ね
や
恥
ず
か
し
さ
の
た
め
」
に
胸
に
挿
す
勇
気
が
出
ず
に
手
に

持
っ
た
ま
ま
赴
く
。
宴
が
終
わ
り
、
待
た
せ
て
あ
っ
た
車
に
戻
っ
た
「
私
」

は
、
置
き
忘
れ
て
い
た
薔
薇
の
匂
い
に
噎
せ
返
る
。
ホ
テ
ル
に
向
か
う
途

中
、
「
私
」
は
薔
薇
を
く
れ
た
彼
女
の
こ
と
を
考
え
、
半
ば
萎
れ
て
少
し

ぐ
ん
な
り
し
た
よ
う
に
な
っ
た
薔
薇
を
「
急
い
で
胸
に
挿
し
」
た
。

書
誌
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
北
原
は
戦
後
改
作
版
の
末

尾
附
記
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
篇
は
曽
つ
て
昭
和
十
七
年
十
月
頃
、
当
時
ジ
ャ
ワ
で
発
行
さ
れ
て

ゐ
た
陣
中
新
聞
『
う
な
ば
ら
』
紙
上
に
、
同
じ
題
下
で
、
こ
の
う
ち

の
一
部
約
二
十
枚
に
当
た
る
部
分
を
発
表
し
た
が
、
当
時
軍
の
検
閲

の
た
め
に
書
け
な
か
つ
た
部
分
を
加
え
、
新
た
に
書
き
改
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
置
き
ま
す
。
（
作
者
）
(24)

「
当
時
軍
の
検
閲
の
た
め
に
書
け
な
か
つ
た
部
分
を
加
え
」
と
あ
る
点

に
注
目
し
た
い
。
右
の
文
中
に
は
「
陣
中
新
聞
『
う
な
ば
ら
』
紙
上
」
と

あ
る
が
、
大
き
な
本
文
異
同
が
な
い
た
め
『
雨
期
来
る
』
所
収
本
文
（
以

下
、
戦
前
版
）
を
採
用
し
、
『
群
像
』
掲
載
の
本
文
（
以
下
、
戦
後
版
）
と
の

異
同
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
に
何
が
加
筆
さ
れ
た
の
か
を
確
認
し
、

検
閲
へ
の
配
慮
と
そ
の
意
味
を
探
っ
て
み
た
い
。

細
か
な
修
正
箇
所
を
除
け
ば
、
戦
後
版
に
は
大
き
な
加
筆
が
三
箇
所
あ

る
。一

つ
目
は
冒
頭
で
、
島
の
案
内
記
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
不
満
を
述
べ

た
部
分
で
あ
る
。

ジ
ャ
ワ
全
島
を
た
つ
た
一
人
で
の
自
動
車
旅
行
、
と
い
う
と
何
か
陽

気
で
贅
沢
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
軍
か
ら
の
命
令
で
ジ
ャ
ワ
全

島
の
案
内
記
を
書
く
た
め
の
こ
の
旅
行
は
、
始
め
て
み
る
と
興
味
の

な
い
土
地
で
も
詳
し
く
見
て
廻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
徒
労

の
み
多
い
疲
れ
も
あ
り
、
そ
れ
に
何
処
ま
で
行
つ
て
も
果
し
な
く
変

は
り
の
な
い
ジ
ャ
ワ
の
風
物
の
単
調
さ
も
手
伝
い
、
一
ヶ
月
以
上
も

一
人
で
見
知
ら
ぬ
熱
帯
地
を
経
め
ぐ
つ
て
い
る
孤
独
か
ら
来
る
旅
愁

が
、
そ
れ
で
な
く
と
も
大
分
前
か
ら
募
つ
て
ゐ
た
内
地
へ
の
強
い
郷

愁
に
煽
ら
れ
て
、
私
の
中
で
様
様
な
思
ひ
ご
と
を
燻
ら
せ
て
い
た
。
(25)

こ
の
部
分
は
、
戦
前
版
に
「
僕
が
た
だ
一
人
で
ジ
ャ
ワ
全
島
を
旅
行
し

て
ゐ
る
時
の
こ
と
」
と
し
か
書
い
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
北
原

は
宣
伝
班
の
文
化
工
作
が
「
極
め
て
至
難
な
政
治
家
の
仕
事
」
で
あ
り
、



画
家
や
小
説
家
で
は
効
果
が
上
が
ら
な
い
と
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
間
接
的
な
批
判
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
が
戦
後
版
で
は
、「
軍

か
ら
の
命
令
」
「
徒
労
」「
疲
れ
」
「
風
物
の
単
調
さ
」
「
孤
独
」
な
ど
の
言

葉
が
示
す
よ
う
に
、
宣
伝
班
の
文
化
工
作
の
徒
労
感
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
批
判
の
直
接
性
が
「
当
時
軍
の
検
閲
の
た
め
に
書
け
な
か
つ
た

部
分
」
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
注
意
し
て
い
い
の
は
、

「
興
味
の
な
い
土
地
」
や
「
ジ
ャ
ワ
の
風
物
の
単
調
さ
」
と
い
っ
た
表
現

で
あ
る
。
北
原
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、
戦
前
の
徴
用
文
学
に
横
溢
し
て
い

た
の
は
、
豊
か
な
自
然
や
興
味
深
い
風
俗
に
満
ち
た
〈
南
方
〉
へ
の
視
線

で
あ
り
、
そ
れ
が
邂
逅
の
驚
異
や
感
動
と
と
も
に
生
気
あ
る
描
写
と
と
も

に
描
か
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
版
で
は
、
そ
う
し
た
〈
南
方
〉
の
自
然
や
風
俗
そ
れ

自
体
で
は
な
く
、
そ
こ
に
注
が
れ
る
視
線
そ
の
も
の
が
生
気
を
失
っ
た
も

の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
異
か
ら
何
が
導
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
き
く
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
戦
時
下
の
〈
南
方
〉

へ
の
生
気
を
帯
び
た
視
線
が
、
韜
晦
の
所
産
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
戦
後
版
の
生
気
を
失
っ
た
視
線
こ
そ
、
戦
後
に
お

け
る
韜
晦
の
一
つ
の
あ
り
よ
う
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
ど
ち
ら
か
を
二
者
択
一
的
に
選
べ
ば
す
む
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
ま

い
。
戦
前
版
の
徴
用
文
学
に
お
け
る
生
気
を
帯
び
た
〈
南
方
〉
へ
の
視
線

が
、
戦
後
に
お
い
て
対
象
化
さ
れ
た
と
も
見
な
さ
れ
る
し
、
か
つ
て
自
己

の
う
ち
か
ら
噴
き
出
し
た
「
想
念
」
が
、
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
凝
固
し

た
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
つ
目
の
加
筆
箇
所
は
、
ホ
テ
ル
で
泊
ま
っ
た
最
初
の
夜
に
、
子
供
の

泣
き
声
と
子
供
を
あ
や
し
て
い
る
女
の
靴
音
を
聞
く
場
面
で
あ
る
。
戦
前

版
に
は
、
こ
の
場
面
は
全
く
な
い
。
た
だ
、
翌
日
に
友
達
か
ら
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
姉
妹
の
話
を
聞
き
、昨
夜
泣
い
て
い
た
子
供
を
あ
や
し
て
い
た
女
は
、

そ
の
妹
の
方
だ
と
気
づ
い
た
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

戦
後
版
で
は
、
こ
の
場
面
を
長
々
と
詳
し
く
描
い
て
い
る
。

（
前
略
）
一
体
誰
が
、
ど
ん
な
女
が
、
何
の
た
め
に
そ
ん
な
歩
き
方

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

私
は
灯
を
消
し
た
部
屋
の
中
で
、
ベ
ッ

ド
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
恰
度
私
の
足
の
先
の
向
い
て
い
る
方
向
に

聞
こ
え
る
そ
の
靴
音
に
、
な
お
も
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
た
。
す
る
と
、

不
意
に
、
こ
れ
も
そ
う
高
い
声
で
は
な
か
っ
た
が
、
何
か
む
ず
か
り

泣
く
よ
う
な
、
弱
々
し
く
か
す
れ
た
、
明
ら
か
に
赤
ん
坊
の
そ
れ
と

分
か
る
幽
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
な
だ
め
る
よ
う
に
し
き
り
に
何
か
言
い
か
け
て
い
る
低
い
女
の
声

が
、
水
音
の
よ
う
な
静
か
さ
で
、
風
の
音
の
合
間
に
切
れ
切
れ
に
聞

こ
え
て
来
た
…
(26)

こ
の
場
面
の
加
筆
に
つ
い
て
土
屋
忍
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

る
。

こ
れ
は
単
に
、
後
で
知
る
こ
と
に
な
る
話

―
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性
に

騙
さ
れ
て
身
籠
る
が
捨
て
ら
れ
、
そ
れ
で
も
ま
だ
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人

の
写
真
を
飾
っ
て
い
る
「
通
常
で
な
い
心
の
状
態
に
ゐ
る
」
現
地
女

性
の
身
の
上
話

―
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
一
種
の
伏
線
と
し
て
付



け
加
え
ら
れ
た
箇
所
だ
と
思
わ
れ
る
。
(27)

土
屋
論
の
よ
う
に
読
め
ば
、
こ
の
加
筆
箇
所
は
伏
線
の
機
能
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
単
な
る
伏
線
と
い
う
よ
り
、
こ
の
小
説
の

も
っ
と
も
核
心
的
な
光
景
で
あ
り
、
本
質
的
な
機
能
を
帯
び
て
い
る
。
戦

時
下
の
「
実
行
の
世
界
で
芸
術
家
た
る
働
き
を
示
す
」
の
は
「
一
輪
の
薔

薇
の
美
し
さ
を
描
く
こ
と
」
で
あ
る
、
と
北
原
は
書
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
は
、
「
私
」
が
現
地
の
女
か
ら
与
え
ら
れ

た
「
一
輪
の
薔
薇
」
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
そ
の
た
め
に
忘
れ
ら
れ
半
ば

萎
れ
た
「
薔
薇
」
を
も
う
一
度
胸
に
挿
す
話
な
の
で
あ
る
。
北
原
の
「
文

学
」
が
「
薔
薇
」
の
挿
話
に
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
る
。

そ
の
と
き
一
般
的
な
文
学
論
の
文
脈
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
小
説
の
具

体
的
文
脈
に
お
い
て
「
一
輪
の
薔
薇
」
は
、
何
を
象
徴
す
る
の
だ
ろ
う
。

戦
前
版
で
は
、
現
地
の
女
の
好
意
と
い
っ
た
不
透
明
な
印
象
し
か
残
さ
な

い
。
し
か
し
、
戦
後
版
で
た
ど
り
な
お
す
な
ら
、
「
一
輪
の
薔
薇
」
は
、

夜
中
の
ホ
テ
ル
で
泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
と
そ
れ
を
あ
や
す
女
の
影
を
揺
曳

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

北
原
は
、
戦
争
を
遂
行
す
る
「
実
行
の
世
界
」
に
と
っ
て
、
「
一
輪
の

薔
薇
の
美
し
さ
」
と
は
「
空
虚
」
の
代
名
詞
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
そ
う

し
た
「
実
行
の
世
界
」
に
お
い
て
は
、
夜
中
の
ホ
テ
ル
で
女
が
泣
き
続
け

る
赤
ん
坊
を
あ
や
す
光
景
は
、
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
を
描
く
こ
と
に
何
の

意
味
も
な
い
記
述
に
見
え
か
ね
な
い
。
せ
い
ぜ
い
「
伏
線
」
扱
い
さ
れ
る

し
か
な
い
よ
う
な
記
述
に
見
え
る
。
し
か
し
、
北
原
は
、
そ
う
い
う
「
実

行
の
世
界
」
に
お
け
る
「
空
虚
」
に
こ
そ
自
ら
の
文
学
を
賭
け
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、
そ
の
「
空
虚
」
を
こ
そ
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
夜
中
の
ホ
テ
ル
で
泣
く
赤
ん
坊
も
、
そ
れ
を
あ
や

す
女
も
、
声
や
音
は
伝
わ
る
も
の
の
、
そ
の
姿
は
想
像
さ
れ
る
し
か
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
翌
朝
に
な
っ
て
誰
だ
っ
た
か
は
推
測
さ
れ
る
が
、
こ

の
場
面
で
は
、
あ
く
ま
で
も
名
称
化
さ
れ
な
い
不
特
定
の
対
象
で
あ
る
。

「
一
体
誰
が
、
ど
ん
な
女
が
、
何
の
た
め
に
」
と
い
う
表
現
な
ど
に
よ
っ

て
、
読
者
も
作
中
の
「
私
」
と
と
も
に
想
像
行
為
を
共
有
さ
せ
ら
れ
る
点

が
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
し
た
対
象
は
、
小
説

の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
リ
オ
ラ
ン
は
、
小
説
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
避
暑
地
の
名
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
深
夜
の
ホ
テ
ル
で
「
私
」
が
想
像
す
る
女
は
、
名
称
化
す
る

な
ら
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
女
」
と
で
も
呼
ぶ
し
か
な
い
。

「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
は
、
そ
の
「
一
本
」
が
、
「
私
」
に
羞
恥
を
与

え
、
「
私
」
に
よ
っ
て
忘
却
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
忘
却
自
体
が
、
半
ば

萎
び
た
「
一
本
の
薔
薇
」
を
見
る
こ
と
で
想
起
さ
れ
、
そ
の
と
き
に
「
私
」

は
、
そ
の
「
一
本
の
薔
薇
」
を
胸
に
挿
す
。
こ
の
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」

を
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
女
」
と
交
響
さ
せ
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
響
き
が
聞

こ
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
カ
リ
オ
ラ
ン
の
ホ
テ
ル
の
深
夜
の
赤
ん
坊
の
泣

き
声
、
そ
れ
を
抱
い
て
歩
く
女
の
足
音
と
呟
き
。

羞
恥
と
忘
却
さ
れ
た
存
在
の
想
起
と
し
て
の
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
女
」
は
、

日
本
人
の
「
私
」
に
よ
っ
て
、
戦
場
で
あ
る
「
外
地
」
の
夜
中
の
ホ
テ
ル

で
、
泣
き
続
け
る
「
赤
ん
坊
」
を
抱
い
て
歩
く
名
称
を
持
た
な
い
一
人
の

女
と
し
て
想
像
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
女
は
、
特
定
の
誰

か
で
は
な
く
、
カ
リ
オ
ラ
ン
／
現
地
／
南
方
の
女
を
表
象
す
る
名
称
化
さ



れ
な
い
女
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
積
極
的
な
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
大

東
亜
共
栄
圏
」
下
の
「
実
行
の
世
界
」
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
リ

オ
ラ
ン
／
現
地
／
南
方
の
女
こ
そ
、
ぜ
ひ
と
も
忘
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
「
一
輪
の
薔
薇
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

戦
前
版
で
は
、
そ
の
忘
却
の
装
置
と
し
て
「
検
閲
」
が
あ
り
、
「
書
け

な
か
っ
た
」
と
い
う
か
た
ち
で
忘
却
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
版
は
、

作
中
の
「
一
本
の
薔
薇
」
の
よ
う
に
、
「
検
閲
」
や
「
書
け
な
か
っ
た
」

と
い
う
か
た
ち
で
の
忘
却
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
、
赤
ん
坊
を
抱

く
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
き
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
赤
ん
坊
と
女

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
カ
リ
オ
ラ
ン
に
限
ら
ず
、
ま
た
、
日
本
軍
に
限
ら
ず
、

植
民
地
や
軍
隊
が
展
開
し
た
土
地
で
、名
前
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
派
生
し
、

そ
の
ま
ま
忘
却
さ
れ
た
「
一
本
の
薔
薇
」
に
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
名
前
も
分
か
ら
な
い
「
一
本
の
薔
薇
」
は
、
確
実
に
実
在
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
を
抱
き
続
け
た
の
で
あ
る
。
戦
後
版
に
加

筆
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
「
一
本
の
薔
薇
」
を
通
じ
て
、
戦
時
下
の
、

そ
し
て
戦
後
の
、
わ
れ
わ
れ
の
忘
却
を
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
、
こ
の
場
面
は
、
や
は
り
単
な
る
伏
線
な
ど
で
は
な
い
。

む
し
ろ
「
一
輪
の
薔
薇
の
美
し
さ
を
描
く
こ
と
」
に
「
文
学
」
を
見
る
北

原
に
と
っ
て
、
こ
の
小
説
の
試
み
の
中
心
に
位
置
し
、
き
わ
め
て
象
徴
的

に
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
／
女
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
夜

中
の
ホ
テ
ル
で
女
が
赤
ん
坊
を
あ
や
し
て
い
る
と
い
う
、
見
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
と
く
に
気
に
と
め
る
必
要
も
な
い
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
ふ
れ
た
私
の
心
理
が
、「
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
な
気
持
ち
」
や
「
し

い
ん
と
冷
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
過
剰
に
も
見
え
る
反
応
に
な
っ
て
い

る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

…
…
赤
ん
坊
？

私
は
、
思
い
も
か
け
ず
、
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
っ
た
。
誰
と
も
、
そ
れ
か
ら
ま
た
何
者
と
も
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
も
う
ま
ち
が
い
な
く
女
と
分
か
る
そ
の
靴
音
の
主
は
、

赤
ん
坊
を
抱
い
て
歩
い
て
い
る
の
だ
。
こ
ん
な
夜
更
け
に
、
そ
し
て
、

そ
れ
で
な
く
と
も
冷
え
冷
え
と
手
足
の
冷
え
る
こ
ん
な
風
の
中
を
。

何
と
い
う
無
謀
な
こ
と
を
す
る
女
だ
ろ
う
？
…
…
そ
の
私
の
心
は
、

あ
た
り
の
静
か
さ
と
同
じ
よ
う
に
い
つ
の
間
に
か
し
い
ん
と
冷
え
て

し
ま
っ
た
。
(28)

こ
こ
で
も
、
強
調
さ
れ
る
の
は
「
誰
と
も
、
そ
れ
か
ら
ま
た
何
者
と
も

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
」
と
い
う
名
称
化
さ
れ
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か

し
「
ま
ち
が
い
な
く
女
と
分
か
る
」
そ
の
一
人
の
女
が
「
赤
ん
坊
を
抱
い

て
歩
い
て
い
る
」
光
景
が
、
「
こ
ん
な
夜
更
け
に
」
「
こ
ん
な
風
の
中
を
」

と
い
う
疑
問
符
を
潜
在
さ
せ
た
語
り
口
を
通
じ
て
、
読
者
も
そ
れ
を
想
像

す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
／
女
は
、
「
誰
と
も
、
そ
れ
か
ら
ま
た
何
者
と
も

分
か
ら
な
い
」
無
名
性
を
帯
び
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
忘
却
の
対
象
と
な

る
。
そ
の
忘
却
お
よ
び
忘
却
の
想
起
に
小
説
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
打
た
れ
て

い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
存
在
に
対
す
る
想
像
へ
と
読

者
を
誘
う
こ
と
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
名
称
化
さ
れ

な
い
赤
ん
坊
と
女
の
イ
メ
ー
ジ
こ
そ
、
戦
後
版
テ
ク
ス
ト
の
中
心
に
あ
る

象
徴
的
原
景
で
あ
り
、
後
出
の
「
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性
に
騙
さ
れ
て
身
籠
る



が
捨
て
ら
れ
」
る
「
現
地
女
性
の
身
の
上
話
」
や
「
私
」
自
身
が
「
或
る

若
い
女
に
子
供
を
産
ま
せ
」
た
話
は
、
む
し
ろ
、
象
徴
的
原
景
か
ら
派
生

す
る
二
つ
の
具
体
的
変
奏
の
事
例
に
近
い
。

二
つ
の
具
体
例
の
う
ち
「
私
」
の
過
去
に
ま
つ
わ
る
話
が
、
大
き
な
加

筆
の
三
箇
所
目
で
あ
る
。
「
私
」
は
、
小
田
中
尉
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
男

性
に
騙
さ
れ
妊
娠
し
捨
て
ら
れ
た
現
地
の
混
血
人
女
性
が
、
男
の
戦
死
後

も
、
彼
の
写
真
を
飾
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
く
。
そ
の
と
き
「
私
」
は

「
奇
妙
な
、
変
に
依
怙
地
な
、
い
じ
け
た
気
持
ち
」
さ
ら
に
「
誰
よ
り
も

私
自
身
が
情
け
な
く
、
そ
し
て
そ
の
上
に
ど
う
に
も
救
い
よ
う
の
な
い
、

暗
い
、
陰
鬱
な
気
持
ち
」
に
な
る
。
そ
う
し
た
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
次

の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
私
に
は
、
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。（
中

略
）
そ
れ
を
聞
い
た
私
の
方
に
は
、
も
う
何
処
に
も
逃
げ
場
の
な
い
、

偶
然
の
暗
合
と
い
う
或
る
見
え
な
い
何
か
の
手
で
厳
し
く
追
い
つ
め

ら
れ
た
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
息
苦
し
い
思
い
で
、
そ
の
話
は

ひ
び
い
た
の
だ
。
私
は
、
そ
の
話
の
中
の
男
が
し
た
よ
う
に
し
て
、

騙
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
私
の
弱
さ
と
闘
っ
た
け
れ
ど
も
、

ど
う
に
も
な
ら
ず
に
つ
い
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
結
果
と
し
て
は
、
今
の
そ
の
話
と
同
じ
よ
う
に
、
妻
に
も
友

人
に
も
知
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
或
る
若
い
女
に
子
供
を
産
ま
せ
、
そ

の
女
と
子
供
と
の
始
末
を
ま
だ
は
っ
き
り
つ
け
な
い
ま
ま
、
宣
伝
班

員
の
徴
用
令
状
が
不
意
に
や
っ
て
来
た
の
に
、
半
ば
は
縋
り
つ
く
よ

う
な
思
い
で
、
そ
の
時
ま
で
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
の
遠
い
熱

地
に
や
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
(29)

深
夜
の
ホ
テ
ル
で
の
「
私
」
の
過
剰
な
心
理
的
反
応
は
、
「
私
」
の
過

去
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
深
夜
の
ホ
テ
ル
の
赤
ん
坊
の
泣

き
声
と
女
の
つ
ぶ
や
き
も
「
偶
然
の
暗
合
」
と
し
て
「
ひ
び
い
た
」
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
加
筆
部
が
な
い
戦
前
版
で
は
、
加
害
者
と
し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
人
男

性
と
被
害
者
と
し
て
の
現
地
の
女
と
い
う
図
式
が
、
き
わ
立
つ
こ
と
に
な

る
。
そ
う
し
た
図
式
化
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
批
判
の
要
素
は
、
植
民
地
か
ら

の
解
放
を
唱
え
る
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
下
の
徴
用
文
学
と
し
て
機
能
す
る
。

い
わ
ゆ
る
時
局
便
乗
的
な
作
品
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

戦
後
版
で
は
、
加
害
者
の
「
私
」
も
被
害
者
の
「
若
い
女
」
も
日
本
人
で

あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
単
純
な
図
式
は
成
立
し
な
い
。
批
判
の
対
象
は
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
な
く
、
「
或
る
若
い
女
に
子
供
を
産
ま
せ
、
そ
の
女
と
子

供
と
の
始
末
を
ま
だ
は
っ
き
り
つ
け
な
い
ま
ま
」
と
い
う
行
為
や
姿
勢
そ

の
も
の
に
な
る
。

自
分
の
子
供
を
産
ま
せ
た
女
と
の
関
係
か
ら
徴
用
先
の
〈
南
方
〉
に
逃

げ
た
話
は
、
敗
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
一
月
に
『
新
生
』
に
発
表
さ
れ
た

小
説
「
嘔
気
」
で
語
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
版
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の

薔
薇
」
は
、
戦
前
版
に
戦
後
す
ぐ
の
「
嘔
気
」
を
溶
か
し
こ
む
こ
と
で
成

立
し
て
い
る
。
北
原
が
、
敗
戦
後
す
ぐ
に
、
宇
野
千
代
と
の
結
婚
生
活
の

中
で
生
じ
た
、
き
わ
め
て
私
秘
的
な
事
件
を
告
白
し
た
こ
と
に
な
る
。
事

実
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
読
者
に
と
っ
て

は
、
そ
の
よ
う
に
読
む
し
か
な
い
条
件
や
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。



軍
の
検
閲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
戦
前
版
の
徴
用
文
学
に
は
、
ま
っ
た

く
不
要
な
挿
話
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
評
論
「
薔
薇
に
つ
い
て
」
で
表

明
さ
れ
た
文
学
の
自
己
完
結
性
の
尊
重
か
ら
見
て
も
、
む
し
ろ
自
己
完
結

性
の
綻
び
と
な
っ
て
し
ま
う
。
な
に
し
ろ
、
そ
れ
は
何
と
も
始
末
の
つ
か

な
い
出
口
の
見
え
な
い
話
で
あ
り
、
自
己
嫌
悪
か
ら
何
か
を
吐
き
出
し
た

い
思
い
に
か
ら
れ
な
が
ら
、
実
際
に
吐
き
出
す
爽
快
感
と
は
無
縁
の
、
重

苦
し
い
吐
気
だ
け
を
抱
え
こ
ん
で
い
る
「
私
」
の
心
の
「
破
れ
」
が
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
戦
前
版
が
評
論
「
薔
薇
に

つ
い
て
」
の
文
学
論
を
投
影
し
た
作
品
で
あ
る
の
に
対
し
、
戦
後
版
は
「
薔

薇
に
つ
い
て
」
の
遺
産
を
受
け
継
ぐ
一
方
で
、
そ
れ
を
破
産
さ
せ
て
も
い

る
。「
嘔
気
」
に
は
、「
戦
場
で
の
死
」
と
い
う
「
微
か
な
弥
縫
策
も
破
れ
」

と
い
う
表
現
が
見
え
る
が
、「
嘔
気
」
や
戦
後
版
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」

は
、
こ
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
作
家
が
、
あ
え
て
「
弥
縫
」
せ
ず
に
「
破

れ
」
を
「
破
れ
」
の
ま
ま
に
示
そ
う
と
し
た
気
配
が
あ
る
。
そ
の
「
破
れ
」

か
ら
滲
み
出
る
も
の
は
何
か
。

「
徴
用
令
状
」
を
逃
避
用
の
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て
〈
南
方
〉
に
来
た
私
だ

が
、
つ
い
に
「
秘
密
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
痛
み
と
苦
し
さ
が
、
今
だ
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら

な
い
筈
の
妻
の
心
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
風
物
も
自
然
も
ま
る

で
違
っ
た
こ
の
熱
帯
地
の
環
境
の
中
に
い
て
も
、
今
だ
に
、
ど
ん
な

一
瞬
の
間
で
も
、
私
を
安
ら
か
に
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
(30)

テ
ク
ス
ト
の
「
破
れ
」
か
ら
滲
み
出
す
の
は
、
「
熱
帯
地
の
環
境
」
に

身
を
お
い
て
も
、
「
ど
ん
な
一
瞬
の
間
で
も
、
「
私
」
を
安
ら
か
に
は
し
て

い
な
い
」
「
痛
み
と
苦
し
さ
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
妻
に
も
友
人
に
も
知

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
或
る
若
い
女
に
子
供
を
産
ま
せ
」
、
し
か
も
、
そ
の

「
始
末
」
か
ら
も
逃
げ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
こ
で
も
女
は
、
誰

に
も
知
ら
れ
な
い
女
で
あ
る
以
上
、
「
或
る
若
い
女
」
と
呼
ぶ
し
か
な
い

存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
名
称
化
さ
れ
な
い
「
若
い
女
」
は
、
き
わ

め
て
私
秘
的
で
個
人
的
な
関
係
で
あ
る
だ
け
に
、
「
ど
ん
な
一
瞬
の
間
で

も
」
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
忘
れ
よ
う
と
し
て
も
、
忘
れ
よ
う
と
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
「
痛
み
と
苦
し
さ
」
に
襲
わ
れ
る
。
「
女
と
子
供
」
に
つ

い
て
の
私
秘
的
な
「
想
念
」
の
記
述
が
、
テ
ク
ス
ト
の
「
破
れ
」
と
し
て

感
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
「
想
念
」
の
行
方
の
な
さ
に
加
え
、
そ
れ
が
「
熱

帯
地
の
環
境
」
を
背
景
に
描
か
れ
る
こ
と
と
関
わ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う

に
、
こ
の
「
熱
帯
地
」
に
は
、
夜
中
の
ホ
テ
ル
で
赤
ん
坊
を
あ
や
す
女
が

い
て
、「
一
輪
の
薔
薇
」
に
比
せ
ら
れ
る
女
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。

「
嘔
気
」
に
お
い
て
も
、
作
者
自
身
を
連
想
さ
せ
る
主
人
公
（
信
吉
）
は
、

自
分
が
好
き
に
な
っ
た
現
地
の
混
血
人
女
性
ア
ニ
イ
が
、
ほ
か
の
男
と
も

つ
き
あ
っ
て
い
る
と
知
っ
た
夜
、
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
嘔
吐
す
る
。
つ
ま
り
、

「
何
も
知
ら
な
い
筈
の
妻
の
心
」
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

自
分
の
家
族
が
い
る
「
内
地
」
で
は
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
難
し
い

「
或
る
若
い
女
に
子
供
を
産
ま
せ
」
た
と
い
う
「
想
念
」
に
今
も
苦
し
ん

で
い
る
男
が
、
「
熱
帯
地
の
環
境
」
で
は
、
女
か
ら
「
一
輪
の
薔
薇
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
そ
れ
を
平
然
と
忘
れ
た
り
、
「
内
地
」
と
同
じ
不
始

末
を
招
く
か
も
知
れ
な
い
現
地
の
混
血
女
に
嫉
妬
し
た
り
す
る
不
均
衡

が
、
「
破
れ
」
の
印
象
を
い
っ
そ
う
濃
く
し
て
い
る
。
「
熱
帯
地
の
環
境
」



で
同
じ
不
始
末
が
繰
り
返
さ
れ
た
な
ら
、
母
親
は
、
自
分
と
同
じ
混
血
の

赤
ん
坊
を
抱
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
も
、
こ
の
文
化
工
作
員
の
日

本
人
は
、「
内
地
」
と
同
じ
よ
う
に
「
痛
み
と
苦
し
さ
」
が
伴
う
「
想
念
」

に
苦
悩
す
る
だ
ろ
う
か
。

「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
の
深
夜
の
ホ
テ
ル
で
泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
、

そ
の
赤
ん
坊
を
抱
い
て
何
か
を
呟
き
な
が
ら
歩
き
ま
わ
る
女
の
姿
は
、
私

が
「
内
地
」
で
捨
て
た
女
と
子
供
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
植
民
地
で
捨
て
た
女

と
子
供
、
「
私
」
が
「
外
地
」
で
捨
て
る
か
も
知
れ
な
い
女
と
子
供
、
そ

し
て
、
そ
の
背
景
に
潜
む
戦
時
の
〈
南
方
〉
で
同
じ
よ
う
な
運
命
を
引
き

受
け
た
女
た
ち
と
子
供
た
ち
、
そ
れ
ら
の
「
暗
合
」
の
焦
点
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
「
暗
合
」
に
潜
む
二
重
三
重
の
光
景
が
読
ま
れ
る
た
め
に
は
、

小
説
の
自
己
完
結
的
な
完
成
を
破
算
さ
せ
て
も
、
一
種
の
「
破
れ
」
が
必

要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
「
内
地
」
の
私
秘
的
な
「
痛
み

と
苦
し
さ
」
に
結
び
つ
く
「
破
れ
」
な
し
に
は
、「
熱
帯
地
」
の
〈
南
方
〉

の
「
薔
薇
」
の
記
憶
は
忘
却
さ
れ
、
泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
の
声
も
、
そ
の

児
を
抱
き
な
が
ら
歩
く
女
の
つ
ぶ
や
き
も
届
く
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。

五

結
び

し
か
し
、
カ
リ
オ
ラ
ン
の
深
夜
の
ホ
テ
ル
で
泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
の
声

や
そ
れ
を
あ
や
す
女
の
つ
ぶ
や
き
は
、
戦
後
版
に
開
け
ら
れ
た
「
破
れ
」

を
通
し
て
、
は
た
し
て
「
内
地
」
に
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

オ
ラ
ン
ダ
に
「JIN

の
会
」
と
い
う
協
会
が
あ
る
。J.I.N

は
、Japans

Indische
N
akom

elingen

の
略
で
、
日
本
語
版H

P

に
よ
れ
ば
、
「
第
二

次
大
戦
中
（
後
）
生
ま
れ
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
系
オ
ラ
ン
ダ
人
を
母
に
、

日
本
人
を
父
に
持
つ
混
血
児
の
会
」
と
な
る
。
会
員
は
、
自
分
の
「
出
自
」

に
つ
い
て
「
た
い
て
い
の
場
合
は
ど
ん
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
母
親
は
そ

れ
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
り
通
し
た
」
た
め
、
「
父
親
に
関
し
て
は
殆
ど
何

も
知
ら
」
ず
、
「
年
齢
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
自
分
の
過
去
に
対
す
る
課

題
に
納
得
の
い
く
答
え
を
得
た
い
と
い
う
欲
求
」
か
ら
、
「
個
人
的
に
同

じ
過
去
を
も
つ
人
た
ち
が
接
触
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
が
社
会
的

に
認
識
さ
れ
る
方
法
を
模
索
」
し
た
結
果
、
一
九
八
三
年
に
前
身
組
織
「
ジ

ャ
パ
ン
・
ル
ー
ツ
」
を
、
一
九
九
一
年
に
「JIN

の
会
」
を
設
立
し
た
と

い
う
。
活
動
目
的
の
一
つ
は
「
日
本
人
父
親
と
そ
の
家
族
を
探
す
こ
と
」

の
「
援
助
」
で
あ
る
が
、
同
会H

P

の
一
項
「
日
本
の
父
親
と
そ
の
家
族
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
ま
だ
知
れ
ぬ
父
親
を
探
す
こ
と
は
全
会
員
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
で
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
内
の
官
庁
で
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
協
力

を
得
る
こ
と
は
た
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
そ
れ
以

上
に
困
難
だ
っ
た
の
は
日
本
政
府
の
対
応
で
し
た
。
ど
の
場
合
で
も

二
、
三
の
同
情
的
な
協
力
は
あ
っ
た
も
の
の
殆
ど
が
お
役
所
的
対
応

と
い
う
も
の
で
ほ
と
ん
ど
確
た
る
結
果
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
微
妙
な
事
情
は
会
員
間
に
不
満
を
高
ま
ら
せ

る
こ
と
と
な
り
一
九
九
五
年
に
は
会
に
緊
張
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

理
事
の
何
人
か
が
脱
会
し
人
数
を
集
め
て
別
団
体
で
あ
る
桜
会
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(31)



忘
却
さ
れ
た
女
た
ち
と
子
供
た
ち
の
側
に
も
、
ま
た
別
の
忘
却
の
問
題

が
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
忘
却
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
、
二
一
世
紀
の
現
在
も
、

二
重
三
重
の
忘
却
を
問
う
と
い
う
か
た
ち
で
泣
き
続
け
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
泣
き
声
に
耳
を
傾
け
た
人
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
た
と
え

ば
、
先
の
引
用
文
の
続
き
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
内
山
馨
の
活
動
な
ど
は
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
山
の
活
動
を
含
め
、
「
日
本
人
の

父
を
探
し
求
め
」
る
人
々
の
姿
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
子

供
た
ち
の
涙
」（
砂
田
有
紀
監
督
・
製
作
協
力:JIN

の
会
、SA

K
U
R
A

財
団
、
日
蘭
文

化
協
会
、
日
蘭
イ
対
話
の
会
・2014

）
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
「
戦
後
七
十
年
日
本

人
さ
え
も
知
ら
な
か
っ
た
戦
争
の
落
と
し
子
た
ち
の
悲
劇
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
混
血
児
」
自
体
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ

の
泣
き
声
は
、
ど
れ
ほ
ど
か
つ
て
の
「
内
地
」
に
届
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

戦
前
版
と
戦
後
版
の
二
つ
の
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」
は
、
徴
用
文
学

が
何
を
塗
り
こ
め
て
い
る
か
と
い
っ
た
徴
用
文
学
の
性
格
や
構
造
や
読
み

方
を
教
え
る
と
と
も
に
、
戦
後
版
の
「
破
れ
」
を
通
し
て
、
「
外
地
」
で

泣
き
続
け
る
赤
ん
坊
と
女
の
つ
ぶ
や
き
を
め
ぐ
る
戦
後
日
本
の
「
想
念
」

を
問
う
て
い
る
。
し
か
し
、
主
人
公
の
「
想
念
」
が
、
誰
に
も
語
ら
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、「
破
れ
」
を
経
由
し
て
「
外
地
」

の
泣
き
声
と
つ
ぶ
や
き
を
聞
き
届
け
た
人
々
も
、
そ
の
多
く
は
、
主
人
公

の
よ
う
に
「
想
念
」
の
中
で
「
痛
み
と
苦
し
さ
」
を
感
じ
続
け
る
し
か
な

か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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叢
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て
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年

月
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史
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潮
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用
作
家
叢
書
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頁
。
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北
原
武
夫
「
現
代
精
神
の
行
方
」
（
初
出
『
文
学
界
』
昭

年

月
）
引
用
は
『
南

21

18

5

方
徴
用
作
家
叢
書

』

頁
。

12

89

土
屋
忍
「
北
原
武
夫
と
ジ
ャ
ワ
の
薔
薇

―
軍
服
を
着
て
立
ち
つ
く
す
」
木
村
一
信
、

22
神
谷
忠
孝
（
編
）『
南
方
徴
用
作
家
』（
世
界
思
想
社
、
平

年

月
）

頁
。

8

3

176

北
原
武
夫
「
薔
薇
に
つ
い
て
」
（
初
出
『
文
芸
』
昭

年

月
）
引
用
は
『
南
方
徴

23

18

5

用
作
家
叢
書

』

頁
。

12

96

北
原
武
夫
「
カ
リ
オ
ラ
ン
の
薔
薇
」（
戦
後
版
）（
初
出
『
群
像
』
昭

年

月
）
引

24

21

1

用
は
『
北
原
武
夫
文
学
全
集

第
二
巻
』（
講
談
社
、
昭

年

月
）

頁
。

49

12

294

前
掲
注

に
同
じ
。

頁
。

25

24

278

前
掲
注

に
同
じ
。

頁
。

26

24

288

土
屋
忍
「
南
洋
文
学
の
一
九
四
〇
年
代

―
北
原
武
夫
を
中
心
に
」
『
南
洋
文
学
の

27
生
成

訪
れ
る
こ
と
と
想
う
こ
と
』（
新
典
社
、
平

年

月
）

頁
。

25

9

304

前
掲
注

に
同
じ
。

頁
。

28

24

288

前
掲
注

に
同
じ
。

頁
。

29

24

290

前
掲
注

に
同
じ
。

頁
。

30

24

290

「JIN

の
会
」
の

H
P

。http://w
w
w
.jin-info.nl/ja/over-ons/

（
閲
覧
日
二
〇
一
六

31
年
三
月
二
日
）

※
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）（1）


